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畑山  要介  

研 究 期 間 2013 年度   ～    2014 年度  

研 究 経 費       2013年度        2014年度 年度    総計 

(上段：支出金額) 2,096,956円 3,884,433円 円   5,981,389円 

(下段：採択金額) 2,109,000円 3,885,000円 円 5,994,000円 

 

研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

本プロジェクト研究は、経済社会学の立場を中心としつつ、日本との比較、およびグ

ローバルな消費社会の動向という観点から、中国の消費者意識・消費者行動を調査し、

分析しようとするものである。  

プロジェクトの最終年度にあたる 2014 年度は、前年度までの文献研究、フィールドワ

ーク、仮説の構築をふまえて、調査票を完成させ、質問紙調査をおこなう。調査票の作

成、実査準備、実査、実査後の調査票エディティング等については、研究協力者との緊

密なやり取りのもとで実施する。さらに、実査後すぐに回収したデータのエディティン

グ、データクリーニングをおこない、データセット完成後、データ分析、報告書原稿執

筆をおこなう。（ 291 字）  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔    グローバル化 〕 〔      消費社会 〕 〔    質問紙調査 〕 
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研究【成果】の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 本プロジェクト研究において検討する消費文化の動向は、大きく分けて以下の三つの論点である。 

A. 消費の多様化：消費の多様化は、すでに日本では 40年ほど前から主張されてきた長期的動向であり、その内容 

と評価はさまざまであるが、現代消費文化の大きな特徴とされてきた。 

B. 消費の脱物質主義化：多様化とほぼ同時に主張され、バブル崩壊後は特にその傾向が顕著であるのが脱物質主義

化であり、サービス消費、情報消費、文化消費といった分野でその重要性を増している。また、環境問題や倫理

的消費とのかかわりの中で、さまざまな脱物質的消費スタイルが模索されている。 

C. 消費の質的高度化あるいは深化：消費がより高度なものに変化するという見方は、当たり前のようでいて必ずし

も十分に認識されてこなかった。高度化の内容として富裕層向け高額品や技術的な高性能製品については従来か

ら着目されてきたが、それ以外の面で高度化する（あるいは深化）という傾向は、最近になってようやく認識さ

れ始めたものである。 

 以下は、本プロジェクトメンバーが各自の問題意識から上記について分析・考察をおこなった成果の概要である。 

 

 １．研究代表者の間々田は、上記三つの論点を含む「消費三相理論」を提唱しており、その図式に沿って、中国

の消費者意識を分析した。具体的には、間々田が消費三相理論で設定した第一から第三まで三つの消費文化が、中

国の消費者においてもうまく剔出できるかどうかを、因子分析によって明らかにした。その結果、現代中国におい

てもはっきりと三つの消費文化に相当する因子を抽出できることがわかった。そして、想定したような中国的特殊

性は見られなかった。今後は、日本のデータについても出来る限り同様の分析を行ない日中の差異を明らかにする

こと、消費者意識の個別項目ごとにきめ細かい分析を加えること、因子間の関連をより詳細に分析することが課題

となろう。 

 

 ２．研究分担者の廣瀬は、中国での統計調査実績のある既存の国際比較調査についてサーベイしつつ、本研究課

題での調査実施計画を策定した。具体的には、上海市を調査研究フィールドに設定した理論背景・都市背景に照応

した市内調査地域を設定するとともに、統計的標本設計理論にしたがった調査地点数および個々の調査地点を設定

し、現地大学の研究協力者・呉金海講師と協力して効果的な中国語版調査票および調査実施方法を研究した。今後

の研究課題は、現地の調査文化を踏まえてさらに科学的な標本抽出および実査の手法を開発し、国民性・実査手法・

ワーディングによる差異を考慮した統計的分析にたえ得るデータ収集手法を追求することである。 

 

３．研究分担者の三田は、上海街頭調査結果のうち、国外高級ブランドと、国外ファストファッションの消費動

向（所有点数）を捉えるための分析を行った。分析結果は、以下のとおりである。まず国外高級ブランド所有点数

に有意な正の効果をもたらす変数は、本人の収入であった。つぎに国外ファストファッション所有点数に有意な正

の効果をもたらしている変数は、女性ダミー変数、本人の収入と、都市戸籍ダミー変数であった。有意な負の効果

をもたらしているのが、年齢であった。国外ファストファッションの消費動向は、国外高級ブランドよりも活発で

あった。今後の研究課題は、上海現地フィールドワークの結果と本分析結果を対応させながら、考察を深めること

である。 

  

 ４．研究分担者の野尻は、インターネットリテラシーおよびオンラインショッピング利用にたいする基本属性お

よび消費態度変数の効果について探索的な検討をおこなった。分析の結果、第一に、インターネットリテラシーに

たいする基本属性の効果としては、教育年数、個人年収、子持ちダミーが正の効果、年齢が負の効果であった。第

二に、オンラインショッピングにたいする効果として、消費態度変数のうち個性志向やライフスタイル志向が正の

効果であった。また、男性ダミーや年齢が負の効果、教育年数、個人年収、子持ちダミーが正の効果であった。今

後の課題は、「80 后（80 年代以降生まれ）」とそれ以前の世代間の比較をおこない、中国社会の変動が消費態度に

いかなる断絶をもたらしているかを検証することである。 

 

５．研究分担者の藤岡は、健康に対する関心についての日中間の比較を行った。分析には、2010年の東京圏の調

査データと、2014年の上海の調査データを使用した。分析の結果、第 1に、東京と上海では、健康に対する関心の

強さに大きな違いがないということが明らかになり、第 2に、上海の若年層において、脱物質主義的な意識と健康

志向との結びつきが強くなっている可能性があるということが明らかになった。ただし第 2の点は、曖昧さを含ん

でおり、今後のさらなる検討が必要である。今後の大きな課題は、中国の医療、健康法の伝統を念頭に置きながら、

上記 2点目の問題も含めて、日中間の健康に対する関心の質的違いを明らかにしていくことである。 
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研究【成果】の概要 つ づき  

 

６．研究分担者の水原は、消費社会的価値意識と消費主義的態度との関係性について、東京圏、上海市でそれぞ

れ 2010年、2014年に収集した調査データを用いて試論的な比較検討をおこなった。データ分析の結果、第一に、

東京圏、上海市ともに、消費社会的価値意識と消費主義的価値意識との関係性は一様ではなく、多元化しているこ

と、第二に、東京圏と上海市とで多元化した関係性に、傾向的な違いがおおむねみられないことなどが示唆された。

今後の課題は、中国社会や中国の地域社会の社会構造、文化、歴史の特徴に関する社会学的な理解を深め、上海デ

ータのサンプリングや分布に関する問題点を解決するよう努め、本格的な国際比較分析に取り組むことである。 

 

７．研究分担者の寺島は、消費社会化のスピードと歴史的経路が上海における消費主義や消費文化に与える影響

を実証的に分析することを見据え、消費社会にかかわる社会意識、消費態度、環境配慮型消費行動の特徴を東京圏

の消費者と比較した。分析の結果、第一に、上海市において自己利益の追求、個人主義の先鋭化、伝統や慣習の軽

視を示す社会意識や消費態度が強くみられた。第二に、上海市の消費者も東京圏並みに環境配慮型消費行動を実践

していることが示されたが、東京圏ではみられなかった学歴との関連が認められた。今後の課題として、上海市調

査データに存在するサンプルバイアスと回答バイアスを考慮した慎重な統計分析と解釈を用いた比較研究が求め

られる。 

 

８．研究分担者の鈴木は、現代中国（上海）の消費の節度について、儀礼主義という視角から分析を行った。消

費の節度を「財（サービス）を媒介とする安定した消費様式の反復および継続」と定義した上で、消費様式の安定

化を志向する儀礼主義的な消費者を節度ある中庸の消費文化の潜在的な担い手として析出ことがその目的である。

儀礼主義の尺度として清潔志向を構成した。その結果明らかになったことは、清潔志向の消費者は節度ある中庸の

消費文化の担い手となる可能性があるということである。今後の課題は、今回の分析結果が上海に限らず、現代中

国社会の消費様式の規定因として一般性をもつことを多角的に検証することである。 

 

９．研究分担者の畑山は、どのような価値意識が環境配慮消費に影響を与えているのかという視角から分析をお

こなった。その結果明らかになったことは、第一に年齢高群では脱物質主義的価値意識と集団主義的価値意識が環

境配慮消費に影響を持つということ、第二に年齢低群では価値意識の影響が見られずむしろ不安意識が大きな影響

を持つということ、である。今後の課題は、この年齢層による環境配慮消費の相違が何に由来しているのかを明ら

かにすることである。 

 

10．研究協力者の本柳は、上海のサードプレイスの利用動向について分析をおこなった。その結果、上海のサー

ドプレイスでは、オルデンバーグが考察したような「匿名性を背景とした交流」が求められていないことが明らか

になった。上海におけるサードプレイスは、第一に、仲の良い知人と過ごす「親密性を背景とした交流」を目的と

して、第二に、「一人の時間を過ごす憩い」を目的として利用される傾向にある。今後の課題は、利用者の社会意

識や消費態度を踏まえた分析、さらには、日本と中国のサードプレイスを比較した考察を進めていくことである。 

 

11．研究協力者の朝倉は、上海における生活意識と消費意識について、他者を意識する方向性という視角から分

析をおこなった。他者を意識する方向性のうち、「他者とは違う」という側面（独自性志向）、「他者から浮かない」

という側面（調和志向）、「他者との関係性を強める」という側面に着目した。その結果あきらかになったことは、

第一に、生活意識と消費意識には他者を意識する方向性に関連があること、第二に、上海では調和志向よりも独自

性志向が強いこと、第三に、「他者との関係性を強める」という側面は独自性志向や調和志向との関連が見いだせ

ないこと。今後の課題は、使用する変数を精査することと、日中間の比較をおこなうことである。 

 

以上さまざまな分析を行ったが、全体としては、予想以上に成熟し、先進諸国に近い消費者の姿が浮かび上がっ

ており、また単純に整理できないものの、さまざまな中国的特殊性が見られることもわかった。しかし、まだ中国

消費者の全貌が見えないので、今後調査方法、調査項目、さらには分析方法を改善しつつ、さらに本格的な上海市

での調査を行い、同時に東京調査も行って、東アジアの二大主要都市における消費の、共通性および差異を明らか

にしていきたい。 

※  こ の （ 様式２）に記入の【経過・成果】の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し

控え期間等を記入した調書（Ａ４縦型横書き１枚・自由様式）を添付すること。  
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研究発表（研究によって得られた研究経過・成果を発表した①～④について、該当するものを記入してください。該当するものが多い

場合は主要なものを抜粋してください。） 

①雑誌論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 

②図書（著者名、出版社、書名、発行年、総ページ数） 

③シンポジウム・公開講演会等の開催（会名、開催日、開催場所） 

④その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 
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